
様式第２号－１

■ 市

■

□
□

１　協議事項

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ ■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※必要に応じて〇△が無い部分も記入いただく場合があります。

２　事業実施に係る動機

３　法人の概要

① ％
② ％
③ ％

４　法人の主要取引先

法人が実施する主
な事業

割合

前月月末～9
日/10日～19
日/20日～末

日前日

15日/25
日/翌月

5日

日回収

意見

事　業　計　画　書

事業種別 就労継続支援B型事業所 事業所名 Plan_B　Creators（福山）

法人の基本方針

「人と向き合い人を育てる」

就労意欲を持ちながらも、様々な理由で（障害特性）一般就労が困難な方に対し、就労や生産活動の
機会を提供するとともに、自立した日常生活や地域生活が送れるよう支援を行う。また、一般就労に必
要な知識や能力が高まった方については、ハローワークや障害者就業・生活支援センターなどとの緊
密な連携の下、ステップアップできる就労や経済自立に向けての支援を行う。

法人の理念

協
議
の
種
類

計画の概要

開設（変更）予
定日

2023年7月1日

関
係
者
へ
の
意
見
聴
取

■当初 □最終

年々と障がい者の数は増えつつある現在、社会では障がいを持った方の就労の受け皿をさらに増やしていく必要があると
叫ばれている。また同時に障がいの種類も増え多様化してきている中、障がい者一人ひとりに合った活躍できる職場環境
改善はもっとも重要視されてきている。
このような現状の中で、弊社では障がい種別に問わず、皆が平等に働け活躍できる場所を作っていきたいという思いで、こ
の度の就労継続支援B型事業所の開設希望に至った。

当社の強みである「自己理解」と「人材育成」を元に、利用者の特性を理解し、一人ひとりに合った作業を提供し、同時に人
材育成をしていく事ができると感じている。
B型事業所においては様々な利用者が利用すると想定される事から、作業の難易度をそれぞれに設定し、「少し難しいが、
頑張ったらできる。」という育成テーマを元に、個々に合わせた仕事を割り振り、皆が達成感を感じながら自己のステップアッ
プに繋がる作業内容の構成を予定している。
こうした取り組みを行う事で、障がい種別に問わず、皆が活躍でき、将来のステップアップに向かって頑張れる環境を用意で
きると自負している。
一般的にB型の特性として、利用者に提供する作業報酬（工賃）は出来高制であるが、その側面を活かし、作業を細分化す
る事で一人当たりの報酬単価は下がるものの、高単価で高いスキルが必要な仕事でも複数名の作業者で一つの作業を遂
行していくことができる。
一人当たりの報酬単価の低下というデメリットはあるが、A型のように時給支給ではない為、比較的作業を細分化しやすく、
又、難しい作業でも簡素化するように設計する事が可能である。
簡素化された作業を繰り返し行いながら、次のスキルアップ、又はステップアップを目指し、最終的には高単価でスキルが必
要な作業でも、一人で遂行できるように目指していくことができる。又、利用者の作業レベルは様々であると推定される事か
ら、バリエーションのある仕事を用意する予定である。

意見

本計画書に記載が必要な項目

新規事業所の開設 共生型サービス
事業の追加

割合 掛取引 回収・支払の条件 意見

末 翌月5

100

100

％ ％ 日 〆

4

0

％

％

％

％

日

日

〆

〆 日回収

日回収

下段：所在地

3

2

現在地
定員の変更 就労継続支援A型

共同生活住居の追加
上記以外

大幅な事業内容の変更　※△は生産活動を行う事業
事業所の移転
建物の構造・設備の変更

設立年月日 　　　　　　　平成20年　　　１月　　　7日
整体・リラクゼーションサロン運営 割合 80
就労移行支援事業所運営 割合 20

上段：取引先

共生型サービス以外 新築予定
賃借・自己所有

新築予定
賃借・自己所有

代表者職名前 代表取締役　東風上　拓史
担当者名 連絡先 回答 2023年　6月　14日

受理 2023年　2月　28日
建築指導課
消防局予防課
開発指導課

作成年月日 令和５年　　　２月　　　２７日
法人名 株式会社オリエンタルブルーム

福山市障がい福祉サービス等の指
定に係る懇話会

1



５　施設の概要【平面図は７のとおり】

✓

✓

4 階 階 年
㎡ ㎡

2 階 ㎡
人 人 人

階 ㎡
人 人 人

階 ㎡
人 人 人

□ □ □ □ ■

６　付近図

人 同種の事業所数 事業所
利用定員合計 人

当該地域における開設事業のニーズ分析について（新規開設の場合のみ記載）
凡例
〇 …
× …
△ …
□ …

※付近図に，事業所から一次避難先及び二次避難先への避難経路を記載すること。

一次避難先までの距離 ｍ 移動手段

二次避難先までの距離 ｍ 移動手段

③

②

・本件は，都市計画法第4条第12
項に規定する「開発行為」に該当
しないため，同法第29条第1項の
開発許可は不要と判断されます。
その他の法令については，関係部
局とそれぞれ協議すること。
・防火対象物使用開始届出書を提
出すること。
・消火器，避難器具，誘導灯を設
置すること。なお，自動火災報知
設備は受信機を移設し，点検を実
施すること。
・カーテン，じゅうたん等を使用す
る場合は，防炎物品を使用するこ
と。
・今回計画の就労継続支援B型の
建築基準法上の用途は「児童福
祉施設等」に該当しますが，用途
を変更する床面積が200㎡以下の
ため，建築基準法上の手続きは不
要です。なお，手続きが不要な場
合であっても，建築士等に相談し，
建築基準法に適合する計画とする
こと。語学学校跡地に就労継続支援B型を開設する。

内
容

事
業
の
概
要

①

申請種別 新築 増築 用途変更 移転 その他

種別
手続 使用する階 専有面積

収容人員 0 内訳 職員

土
地

建
物

同種の事業所
一次避難先
二次避難先

400 徒歩5分

550 徒歩7分

添付地図あり
事業所

意見
小学校区 旭学区 人口 3,157 0

種別
手続 使用する階 専有面積

収容人員 0 内訳 職員 利用者

0

利用者

種別 就労継続支援B型事業所
手続 新規 使用する階 専有面積 91.65

収容人員 25 内訳 職員 5 利用者 20

階層 4階 地上 地下 建築年 1967年10月
建築面積 157.21 延面積 545.594

名称 ラックス学院ビル
所有者 抵当権 あり
用途 店舗併用住宅 構造 鉄筋コンクリート造

所有者 抵当権 あり
所在地 広島県福山市入船町２丁目１−１０ 用途区域 商業地域 意見

付近図掲載せ

ず
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７　平面図

※平面図のデータを貼付（貼付が難しい場合は，別添とすること。）
※各部屋・設備の名称及び面積を記載すること。
※敷地内に屋外遊技場等がある場合は，合わせて記載すること。

添付平面図あり

・利用定員と職員を合わせると25
人，作業内容や資材を置く場所を
考えると事業所が狭いのではない
か。どうような支援，作業が行われ
るか詳細を知りたい。
・トイレの個数は何個か。仮に1個
なら25人に対して少なくないか。

意見
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８　従業員

■
■
■ □
■ □
■ □
■ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □

月給計
日 〆 日 月 月

９　借入金の状況

１０　必要な資金と調達方法

１１　事業の見通し 別途事業計画書添付

5 10 10 20

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること（例：４月サービス提供→５月請求→６月振込）
※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

円 × 4 H × 日 × 人 ＝
円 × 4 H × 日 ×
円 × 4 H × 日 ×
円 × 4 H × 日 × 人 ＝

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

１時間の生産額 計算式 １月当たりの生産額

□

支出　Ｃ

土地

最賃確保状況（Ａ型）

万円 万円 万円

611

13 万円 なしあり 月末締め、翌月末日口座振込にて支払

１月当たりの受注額 契約書の有無 回収・支払いの条件

・広告宣伝費が月13万ある
が何に使うのか。
・収支予算書を3か年計画で
出しているが，発生主義の
記載のため現金主義で作成
見直しすること。
・8月で累積が600万を超え
る予想だが，運転資金に問
題ないか。

基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

上段：受注先
下段：所在地

生産品

万円
車両 70 万円

（（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ

利用者賃金 17 万円
必要経費 万円

万円
万円 万円 万円

収入　Ｂ 万円

35 万円 52 万円 140 万円
万円 万円 万円
万円 万円 万円

万円

円 円 円 円

別紙事業計画書あり。基本報酬（人数×平均利用日数17日×10.57円）＋食事提供加算・処遇改善加算・目標工賃達成員配置加算・福祉専門職員配置等加算Ⅲ・送
迎加算Ⅱ・初期加算

万円
万円18

18
14

設
備
資
金

収
入

支
出

生
産
活
動

■

Tシャツ制作 万円

デザイン 万円15
リラクゼーションサロン清掃・受付 930

520
2
4

433 18 4 13
ホテル清掃 441018

売上高　※３ 17 万円 35 万円 52 万円 140 万円
万円 万円 万円

収支①-② -112 万円 -54 万円 17 万円 187 万円

支出計② 191 万円 213 万円 215 万円 243 万円
支払元金利息 万円 万円 万円 万円
諸経費　※４ 76 万円 88 万円 90 万円 71 万円
通信費 1 万円 1 万円 1 万円 1 万円
賃借料 15 万円 15 万円 15 万円 15 万円
旅費・交通費 万円 10 万円 10 万円 10 万円
人件費 99 万円 99 万円 99 万円 146 万円

収入計 ① 79 万円 159 万円 232 万円 430 万円
諸収入 17 万円 35 万円 52 万円 140 万円

利用者見込 Ａ 人 人 人 人
月平均利用額　※１

（１人当たり）
給付費　※２ 62 万円 124 万円 180 万円 290 万円

1212 12 12万円

１月目 ２月目 ３月目 １年後 意見

その他 66 万円
運転資金 394.5 万円

合計 670 万円 合計 670 万円

設備 66 万円 借入金

万円 補助金 万円
建物 73.5 万円 自己資金 670 万円

万円 万円

必要な資金 金額 調達方法 金額 意見

意見
なし 万円 万円

万円 万円

人件費 月末 15 支払 ボーナス 6 12

金融機関 理由 借入残高 年間返済額

常勤 非常勤 万円
99 万円

常勤 非常勤 万円
常勤 非常勤 万円

常勤 非常勤 万円
常勤 非常勤 万円

職業指導員（調理士兼務） 常勤 非常勤 職員C 20 万円
常勤 非常勤 万円

生活支援員 常勤 非常勤 職員A 20 万円
職業指導員 常勤 非常勤 職員B 20 万円

サービス管理責任者/児童発達支援管理責任者 常勤 67 万円
目標工賃達成員 常勤 非常勤 40 25 万円

職種 雇用形態 名前 年齢 月給 意見
管理者 常勤 67 14 万円
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１２　事業計画

１３　利用者処遇

（１）事業概要
事業種別：就労継続支援B型事業所
利用定員：20名
営業日：月～金曜日
営業時間・サービス提供時間：営業時間９：３０～１８：００　サービス提供時間１０：００～１５：００
目標工賃：35000円、月平均利用日数17日見込
主たる対象者：精神障害者、身体障害者（一部）、発達障害者
送迎の有無：有
協力医療機関：福山友愛病院
その他：

（１）具体的な支援（療育）内容及び目的
作業を利用者に割り振る前に、個々の特性を理解し、当B型を利用する目的から本人の
得意分野まで、利用者のゴールを達成する為に必要なスキルの棚卸しを行い、そこで知り得た
情報を元に利用者に合う仕事を割り振り、少しづつ作業の質やスピードが向上していくようサ
ポートし、利用者にはステップアップを目指してもらう。

（２）支援を行うために必要となる職員の経験・有する資格など
高住靖人　特別支援学校教諭、サービス管理責任者兼管理者
羽原拓哉　訪問型職場適応援助者（令和5年8月受講予定）

（３）職員の質向上のための教育・研修計画
採用時1カ月以内に虐待防止・身体拘束適正化研修を含む採用時研修を実施。また就労支援、月1回ケースカンファレンス
の実施、年間計画において就労支援、作業支援、支援記録、障害特性についての研修を実施予定。

（４）感染症対策
感染症対策として毎日の検温、体調チェック、消毒を実施。また研修会を行い感染症について正しく学ぶ機会を設ける。感
染症が発生した際の対応、連絡先の準備を行う。

（５）事故防止等の安全確保策及び発生時の対応
毎月1回安全点検を行う。車両での移動の際は車両事前点検を行う。事故発生時の対応マニュアル作成して早急な対応を
行えるよう研修を実施。

（６）関係機関との連携
中ぽつ・HW・相談支援事業所との連携を行い生活面、就労への支援を行う。

（７）家族（保護者）支援
家族が事業所での様子を観れる見学日を設ける。家族との連携がとれるよう、チャット・公式ライン登録をお願いする。

（８）その他

・目標工賃達成指導員を配
置しているので，利用者のス
テップアップを本人ペースに
応じて支援できるようにする
こと。

（２）開設事業に係る理念・基本方針
弊社の考えるB型事業所においては、様々な利用者が利用されると想定される事から、作業の
難易度をそれぞれに設定し、「少し難しいが、頑張ったらできる。」という育成テーマを元に、個々
に合わせた仕事を割り振り、皆が達成感を感じながら自己のステップアップに繋がる作業内容を
予定している。
このような理由から新しくB型事業所を福山市に作っていきたいと思う。

（３）事業内容
現在予定している仕事は弊社内作業や関連企業が主体ではあるが、今後は新規開拓も検討し
ている。
また各作業を利用者に割り振る前に、個々の特性を理解し、当B型を利用する目的から本人の
得意分野まで、利用者のゴールを達成する為に必要なスキルの棚卸しを行い、そこで知り得た
情報を元に利用者に合う仕事を割り振り、少しづつ作業の質やスピードが向上していくようサ
ポートし、利用者にはステップアップを目指してもらう。
利用者特性理解を行うタイミングは見学以降の体験時に行い、体験最終日にはその理解を元に
利用希望者との面談を行い、相互のスキル理解や作業理解を深めていく予定である。
また、利用者の作業状況、作業課題等を確認する為、定期的なスキルチェック面談を行い、利用
者にアドバイスをしていく。
それぞれの作業を細分化してさらなる作業のステップアップできるよう利用者の成長を促し、長
期的なB型利用のみならず利用者自身のキャリアアップとして、A型事業所への就職や一般就労
への就職も視野に入れたサポートを行なっていきたい。
さらに、今後は様々な生産活動作業を増やしていく事で、より適正に合った作業や幅広い作業の
獲得が実現する為、新たな作業獲得は積極的に取り組む予定である。

意見

意見

5



１４　防災計画

１５　一日の流れ

月 火 水 木 金 土 日 祝
■ ■ ■ ■ ■ □ □ □

R6.1月より土曜日開所予定

9 時 30 分 ～ 9 時 40 分

9 時 40 分 ～ 10 時 0 分

10 時 0 分 ～ 12 時 0 分

12 時 0 分 ～ 13 時 0 分

13 時 0 分 ～ 15 時 0 分

15 時 0 分 ～ 15 時 30 分

17 時 30 分 ～ 18 時 0 分

※上記と異なる営業時間・サービス提供時間がある場合に記載すること。

月 火 水 木 金 土 日 祝
□ □ □ □ □ □ □ □

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

9:30～18:00 10：00～15:00

・調理員の勤務時間が45分
だが，利用者と職員の食事
を提供できる時間があるの
か。またスペースは確保でき
るのか。

〇災害時の対応体制
管理者→職員→利用者避難・安全確認
工賃達成員→通報、報告

〇避難先
一次避難先：旭小学校
距離，避難方法及び時間：400m、徒歩5分
二次避難先：ゆめタウン福山店立体駐車場
距離，避難方法及び時間：：550m、徒歩7分

〇防災計画等の作成
作成済み

〇避難訓練の実施計画
年2回避難訓練実施（火災、地震）

〇その他
毎月1回消防設備点検実施

サービス提供（作業支援）

送迎

職員終礼

営業日 営業時間 サービス提供時間

意見

意見
職員朝礼、準備、送迎

利用者さん受け入れ

利用者さん朝礼、サービス提供開始（作業支援）

昼食、休憩

意見

営業日 営業時間 サービス提供時間

6



様式第２号－２

１　協議事項

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ ■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※必要に応じて〇△が無い部分も記入いただく場合があります。

２　事業実施に係る動機

３　法人の概要

① ％
② ％
③ ％

４　法人の主要取引先

％

法人の基本方針

就労意欲を持ちながらも、様々な理由で（障害特性）一般就労が困難な方に対し、就労や生産活動
の機会を提供するとともに、自立した日常生活や地域生活が送れるよう支援を行う。また、一般就労
に必要な知識や能力が高まった方については、ハローワークや障害者就業・生活支援センターなど
との緊密な連携の下、ステップアップできる就労や経済自立に向けての支援を行う。

〆

3

2

4

0

％

％

％

日回収

主な修正点

100 末 翌月5

上記以外
大幅な事業内容の変更　※△は生産活動を行う事業

法人の理念 「人と向き合い人を育てる」

法人が実施する主
な事業

割合 掛取引 回収・支払の条件

日

日

〆

〆

日回収

日回収％

代表者職名前 代表取締役　東風上　拓史

事業所の移転
建物の構造・設備の変更

主な修正点

設立年月日 　　　　　　　平成20年　　　１月　　　7日 主な修正点
整体・リラクゼーションサロン運営 割合 80

年々と障がい者の数は増えつつある現在、社会では障がいを持った方の就労の受け皿をさらに増やしていく必要がある
と叫ばれている。また同時に障がいの種類も増え多様化してきている中、障がい者一人ひとりに合った活躍できる職場環
境改善はもっとも重要視されてきている。
このような現状の中で、弊社では障がい種別に問わず、皆が平等に働け活躍できる場所を作っていきたいという思いで、
この度の就労継続支援B型事業所の開設希望に至った。

当社の強みである「自己理解」と「人材育成」を元に、利用者の特性を理解し、一人ひとりに合った作業を提供し、同時に
人材育成をしていく事ができると感じている。
B型事業所においては様々な利用者が利用すると想定される事から、作業の難易度をそれぞれに設定し、「少し難しい
が、頑張ったらできる。」という育成テーマを元に、個々に合わせた仕事を割り振り、皆が達成感を感じながら自己のス
テップアップに繋がる作業内容の構成を予定している。
こうした取り組みを行う事で、障がい種別に問わず、皆が活躍でき、将来のステップアップに向かって頑張れる環境を用
意できると自負している。
一般的にB型の特性として、利用者に提供する作業報酬（工賃）は出来高制であるが、その側面を活かし、作業を細分化
する事で一人当たりの報酬単価は下がるものの、高単価で高いスキルが必要な仕事でも複数名の作業者で一つの作業
を遂行していくことができる。
一人当たりの報酬単価の低下というデメリットはあるが、A型のように時給支給ではない為、比較的作業を細分化しやす
く、又、難しい作業でも簡素化するように設計する事が可能である。
簡素化された作業を繰り返し行いながら、次のスキルアップ、又はステップアップを目指し、最終的には高単価でスキル
が必要な作業でも、一人で遂行できるように目指していくことができる。又、利用者の作業レベルは様々であると推定され
る事から、バリエーションのある仕事を用意する予定である。

協
議
の
種
類

計画の概要

賃借・自己所有

新築予定
賃借・自己所有

現在地
定員の変更 就労継続支援A型

共同生活住居の追加

受付印

下段：所在地

％ 日100
前月月末～9
日/10日～19
日/20日～末

日前日

15日/25
日/翌月

5日

担当者名 連絡先

本計画書に記載が必要な項目

新規事業所の開設 共生型サービス
事業の追加 共生型サービス以外

就労移行支援事業所運営 割合 20
割合

上段：取引先

事　業　計　画　書

□当初 ■最終

新築予定

事業種別 就労継続支援B型事業所 事業所名 Plan_B　Creators（福山）
開設（変更）予

定日
2023年7月1日

受付印省略
作成年月日 令和５年　　　6月　　　２1日

法人名 株式会社オリエンタルブルーム
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５　施設の概要【平面図は７のとおり】

✓

✓

4 階 階 年
㎡ ㎡

2 階 ㎡
人 人 人

階 ㎡
人 人 人

階 ㎡
人 人 人

□ □ □ □ ■

６　付近図

人 同種の事業所数 事業所
利用定員合計 人

当該地域における開設事業のニーズ分析について（新規開設の場合のみ記載）
凡例
〇 …
× …
△ …
□ …

※付近図に，事業所から一次避難先及び二次避難先への避難経路を記載すること。

一次避難先までの距離 ｍ 移動手段

二次避難先までの距離 ｍ 移動手段

事
業
の
概
要

土
地

建
物

語学学校跡地に就労継続支援B型を開設する。

③

②

添付地図あり

内
容

事業所
同種の事業所
一次避難先
二次避難先

400 徒歩5分

550 徒歩7分

申請種別 新築 増築 用途変更 移転 その他

主な修正点
小学校区 旭学区 人口 3,157

・防火対象物使用開始届
出書を提出すること。(令和
5年6月26日提出）、消防立
ち入り調査6月26日13：30

～）
・消火器，避難器具，誘導
灯を設置すること。なお，自
動火災報知設備は受信機
を移設し，点検を実施する
こと。（設置届6月26日提

出）
・カーテン，じゅうたん等使

用なし）

種別
手続 使用する階 専有面積

収容人員 0 内訳

種別

職員 利用者

手続 使用する階 専有面積
収容人員 0 内訳 職員 利用者

建築面積 157.21 延面積 545.594
種別 就労継続支援B型事業所
手続 新規 使用する階 専有面積 91.65①

収容人員 25 内訳 職員 5 利用者 20

階層 4階 地上 地下 建築年 1967年10月

所有者 抵当権 あり
名称 ラックス学院ビル

所有者 抵当権

所在地 広島県福山市入船町２丁目１−１０ 用途区域 商業地域

用途 店舗併用住宅 構造
あり

主な修正点

付近図掲載せ

ず
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７　平面図

※平面図のデータを貼付（貼付が難しい場合は，別添とすること。）
※各部屋・設備の名称及び面積を記載すること。
※敷地内に屋外遊技場等がある場合は，合わせて記載すること。

添付平面図あり

主な修正点

・利用定員と職員を合わせ
ると25人，作業内容や資材
を置く場所を考えると事業
所が狭いのではないか。ど
うような支援，作業が行わ
れるか詳細を知りたい。⇒
主にPCをつかって作業、T
シャツ等のノベルティグッズ

デザインを行う。
・トイレの個数は何個か。
仮に1個なら25人に対して

少なくないか。⇒1個設置で
す。1階のトイレも使わせて
いただけるよう調整中で

す。
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８　従業員

■
■
■ □
■ □
■ □
■ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □

月給計
日 〆 日 月 月

９　借入金の状況

１０　必要な資金と調達方法

１１　事業の見通し

5 10 10 20

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること（例：４月サービス提供→５月請求→６月振込）
※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

円 × 4 H × 日 × 人 ＝
円 × 4 H × 日 ×
円 × 4 H × 日 ×
円 × 4 H × 日 × 人 ＝

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

12

合計 670 万円

主な修正点

主な修正点

借入金 万円

補助金 万円
自己資金 670

支
出

生
産
活
動

支出　Ｃ

売上高　※３ 17

収支①-② -112

支払元金利息

通信費 1

旅費・交通費

収入計 ①

万円 万円

62

設備

計算式 １月当たりの生産額
433 18 4 13

ホテル清掃 611 18 10 44
リラクゼーションサロン清掃・受付 930 18

□13

基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

上段：受注先
下段：所在地

別紙事業計画書あり。基本報酬（人数×平均利用日数17日×10.57円）＋食事提供加算・処遇改善加算・目標工賃達成員配置加算・福祉専門職員配置等加算Ⅲ・送
迎加算Ⅱ・初期加算

Tシャツ制作 万円

デザイン 万円

生産品 １時間の生産額

140

１月当たりの受注額 契約書の有無 回収・支払いの条件

あり万円 なし 月末締め、翌月末日口座振込にて支払■

円 円

・広告宣伝費が月13万ある
が何に使うのか。→HP作
成、グーグル広告・パンフ
レット作成、福祉事業所案
内所掲載料金です。
・収支予算書を3か年計画
で出しているが，発生主義
の記載のため現金主義で
作成見直しすること。
→現金での収支予算書添
付いたします。
・8月で累積が600万を超え
る予想だが，運転資金に問
題ないか。⇒問題ありませ
ん。

万円 万円

円 円

万円 万円 万円

（（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ

最賃確保状況（Ａ型）
万円

必要経費 万円 万円 万円 万円
利用者賃金 17 万円 35 万円 52 万円

万円
万円 万円 万円 万円
万円 35 万円 52 万円 140 万円

収入　Ｂ 万円 万円 万円 万円

万円 -54 万円 17 万円 187 万円

支出計② 191 万円 213 万円 215 万円 243 万円
万円 万円 万円 万円

諸経費　※４ 76 万円 88 万円 90 万円 71 万円
万円 1 万円 1 万円 1 万円

賃借料 15 万円 15 万円 15 万円 15 万円
万円 10 万円 10 万円 10 万円

人件費 99 万円 99 万円 99 万円 146 万円
万円 159 万円 232 万円 430 万円

諸収入 17 万円 35 万円 52 万円 140 万円
79

万円 124 万円 180 万円 290 万円

１月目 ２月目 ３月目 １年後

12 12 12

収
入

利用者見込 Ａ 人 人 人 人
月平均利用額　※１

（１人当たり）
給付費　※２

その他 66 万円
運転資金 394.5 万円

合計 670 万円

設
備
資
金

66 万円
車両 70 万円

土地 万円
建物 73.5 万円 万円

万円 万円

必要な資金 金額 調達方法 金額 主な修正点

万円 万円
万円 万円

人件費 月末 15 支払 ボーナス 6 12

金融機関 理由 借入残高 年間返済額

常勤 非常勤 万円
99 万円

常勤 非常勤 万円
常勤 非常勤 万円

常勤 非常勤 万円
常勤 非常勤 万円

職業指導員（調理士兼務） 常勤 非常勤 職員C 20 万円
常勤 非常勤 万円

生活支援員 常勤 非常勤 職員A 20 万円
職業指導員 常勤 非常勤 職員B 20 万円

サービス管理責任者/児童発達支援管理責任者 常勤 67 万円
目標工賃達成員 常勤 非常勤 40 25 万円

職種 雇用形態 名前 年齢 月給 主な修正点
管理者 常勤 67 14 万円

2 14
520 18 4 15
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１２　事業計画

１３　利用者処遇
（１）具体的な支援（療育）内容及び目的
作業を利用者に割り振る前に、個々の特性を理解し、当B型を利用する目的から本人の
得意分野まで、利用者のゴールを達成する為に必要なスキルの棚卸しを行い、そこで知り得た
情報を元に利用者に合う仕事を割り振り、少しづつ作業の質やスピードが向上していくようサ
ポートし、利用者にはステップアップを目指してもらう。
修正後
スキル別に工賃を変更し、スキルアップを目指すようにいたしました。（添付工賃説明書）

（２）支援を行うために必要となる職員の経験・有する資格など
　　　　　　　特別支援学校教諭、サービス管理責任者兼管理者
　　　　　　　訪問型職場適応援助者（令和5年8月受講予定）

（３）職員の質向上のための教育・研修計画
採用時1カ月以内に虐待防止・身体拘束適正化研修を含む採用時研修を実施。また就労支援、月1回ケースカンファレン
スの実施、年間計画において就労支援、作業支援、支援記録、障害特性についての研修を実施予定。

（４）感染症対策
感染症対策として毎日の検温、体調チェック、消毒を実施。また研修会を行い感染症について正しく学ぶ機会を設ける。
感染症が発生した際の対応、連絡先の準備を行う。

（５）事故防止等の安全確保策及び発生時の対応
毎月1回安全点検を行う。車両での移動の際は車両事前点検を行う。事故発生時の対応マニュアル作成して早急な対応
を行えるよう研修を実施。

（６）関係機関との連携
中ぽつ・HW・相談支援事業所との連携を行い生活面、就労への支援を行う。

（７）家族（保護者）支援
家族が事業所での様子を観れる見学日を設ける。家族との連携がとれるよう、チャット・公式ライン登録をお願いする。

（８）その他

・目標工賃達成指導員を配
置しているので，利用者の
ステップアップを本人ペー
スに応じて支援できるよう
にすること。⇒スキル別に
工賃を変更し、各作業ごと
にスキルアップを目指す。

（１）事業概要
事業種別：就労継続支援B型事業所
利用定員：20名
営業日：月～金曜日
営業時間・サービス提供時間：営業時間９：３０～１８：００　サービス提供時間１０：００～１５：００
目標工賃：35000円、月平均利用日数17日見込
主たる対象者：精神障害者、身体障害者（一部）、発達障害者
送迎の有無：有
協力医療機関：福山友愛病院
その他：

（２）開設事業に係る理念・基本方針
弊社の考えるB型事業所においては、様々な利用者が利用されると想定される事から、作業の
難易度をそれぞれに設定し、「少し難しいが、頑張ったらできる。」という育成テーマを元に、個々
に合わせた仕事を割り振り、皆が達成感を感じながら自己のステップアップに繋がる作業内容を
予定している。
このような理由から新しくB型事業所を福山市に作っていきたいと思う。

（３）事業内容
現在予定している仕事は弊社内作業や関連企業が主体ではあるが、今後は新規開拓も検討し
ている。
また各作業を利用者に割り振る前に、個々の特性を理解し、当B型を利用する目的から本人の
得意分野まで、利用者のゴールを達成する為に必要なスキルの棚卸しを行い、そこで知り得た
情報を元に利用者に合う仕事を割り振り、少しづつ作業の質やスピードが向上していくようサ
ポートし、利用者にはステップアップを目指してもらう。
利用者特性理解を行うタイミングは見学以降の体験時に行い、体験最終日にはその理解を元に
利用希望者との面談を行い、相互のスキル理解や作業理解を深めていく予定である。
また、利用者の作業状況、作業課題等を確認する為、定期的なスキルチェック面談を行い、利用
者にアドバイスをしていく。
それぞれの作業を細分化してさらなる作業のステップアップできるよう利用者の成長を促し、長
期的なB型利用のみならず利用者自身のキャリアアップとして、A型事業所への就職や一般就労
への就職も視野に入れたサポートを行なっていきたい。
さらに、今後は様々な生産活動作業を増やしていく事で、より適正に合った作業や幅広い作業の
獲得が実現する為、新たな作業獲得は積極的に取り組む予定である。

主な修正点

主な修正点
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１４　防災計画

１５　一日の流れ

月 火 水 木 金 土 日 祝
■ ■ ■ ■ ■ □ □ □

R6.1月より土曜日開所予定

9 時 30 分 ～ 9 時 40 分

9 時 40 分 ～ 10 時 0 分

10 時 0 分 ～ 12 時 0 分

12 時 0 分 ～ 13 時 0 分

13 時 0 分 ～ 15 時 0 分

15 時 0 分 ～ 15 時 30 分

17 時 30 分 ～ 18 時 0 分

※上記と異なる営業時間・サービス提供時間がある場合に記載すること。

月 火 水 木 金 土 日 祝
□ □ □ □ □ □ □ □

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

・調理員の勤務時間が45
分だが，利用者と職員の食
事を提供できる時間がある
のか。またスペースは確保
できるのか。⇒事業所では
温めを行います。そのため
スペースは問題ありませ

ん。また、職員は各自昼食
を用意します。

9:30～18:00 10：00～15:00

〇災害時の対応体制
管理者→職員→利用者避難・安全確認
工賃達成員→通報、報告

〇避難先
一次避難先：旭小学校
距離，避難方法及び時間：400m、徒歩5分
二次避難先：ゆめタウン福山店立体駐車場
距離，避難方法及び時間：：550m、徒歩7分

〇防災計画等の作成
作成済み

〇避難訓練の実施計画
年2回避難訓練実施（火災、地震）

〇その他
毎月1回消防設備点検実施

営業日

主な修正点

主な修正点

昼食、休憩

職員朝礼、準備、送迎

利用者さん受け入れ

利用者さん朝礼、サービス提供開始（作業支援）

主な修正点

営業日 営業時間 サービス提供時間

サービス提供（作業支援）

送迎

職員終礼

営業時間 サービス提供時間
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